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完新世におけるカザフスタン、レプシ川の地形と古水文環境変化

Holocene paleohydology and gemorphology of River Lepsi, Kazakhstan
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バルハシ湖集水域における完新世の古環境復元を目的として，同湖へ流入する河川中3番目の流
域面積を有するレプシ川の地形と堆積物を調査した。地形図・衛星画像を用いて地形判読を行
い，河口から上流へ2，20，60，70 km離れた4地点で，地形測量，地形構成物質分析，14C年代
測定を実施した。レプシ川沿いには，3段の河成段丘面（LRT 1～LRT3面）が発達する。LRT1
面は上流に分布し，現河床との比高は10～15 mで，背後に麓屑面を伴い，最終氷期に形成され
た可能性が高い。LRT2面は下流側の約70 kmにわたって連続する堆積段丘であり，現河床との
比高は3～6mである。本面は，河成砂層と泥炭～有機質シルト層のセットからなる，5ないし6つ
の堆積ユニットによって構成されており，下位から3つ目のユニットの泥炭層は約6kaのAMS-14
C年代を示す。面の最上部は淘汰の良い赤褐色を帯びた層厚20～30㎝の極細砂層に覆われる。こ
の砂層の基底より40㎝程度下位のフラッドローム中の貝化石の14C年代はBC400年頃を示すこと
から，2面の段丘化時期は，紀元前後頃と推定される。6～2 kaは，河川流量が多く，湿潤化して
いた可能性が高く，バルハシ湖畔に分布する離水グラベルバ―とラグーン跡はこの時期に湖水位
が上昇して形成された可能性がある。LRT3は小規模な段丘で，段丘構成層は上方細粒化し，土
壌は未発達である。19～20世紀の洪水イベントで形成された可能性が高い。
レプシ川河口デルタは一部段丘化（離水）しており，LRT2，3面に連続する。デルタの縦断勾配
は約0.5‰と比較的急で，上流側の勾配と大差ない。河口から湖心にかけて湖底面はデルタより
も急勾配なため，湖水位が低下すれば，河川は下流へ延長すると同時に上流側では下刻が始まる
可能性が高い。デルタは2 ka頃以降，流路沿いにローブが成長する河川卓越ステージと湖岸線が
後退し，砂嘴が側方へ成長する波浪卓越ステージを繰り返している。前者は湖面低下期，後者は
上昇期に対比しうる。この20年間は，波浪卓越ステージであり，湖岸線の後退が顕著に認められ
る。
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